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佐沼地区コミュニティ推進協議会 

佐沼地区地域づくり計画策定推進委員会 

 



 

地域づくりに向けて 

佐沼地区地域づくり計画策定推進委員会 

                               委員長 尾 形 重 雄 

  登米市を取りまく社会経済環境は、少子高齢化や人口の減少など急速に進展し社会が著し 

く変化してきました。これらの課題にどう対応していくかが今後も必要となってきています。   

また、これらによって市民のニーズも多様化や高度化が進展し、これまでのような画一的な  

行財政運営では対応が困難な時代となってきました。 

  登米市では、これからに向けて、市民と行政が一体となって協働のまちづくりへの取り組み 

を、これまで以上に重視していくこととなりました。 

  平成２５年度において、登米市では「地域づくり計画策定支援交付金制度」を新設し、各   

地区においてこの制度を実施することが望まれるということになりました。 

  佐沼地区では、この制度の趣旨を認識し「コミュニティ」が主体となって進めることにい  

たしました。早々に各行政区の会長（区長）会議を開き、「地域づくり計画策定推進委員会」

を設置し、事業の目的を「豊かな地域づくりを推進するための地域課題を再確認し、その解  

決策を行動計画としてまとめる」とし、これに基づき全体計画、組織の編成（委員７０数名）、

役割分担等を確認し今日まで進めてまいりました。 

  この間、宮城大学 鈴木孝男先生 をはじめ、ＮＰＯ法人まちづくり政策フォーラム理事 足立  

千賀子先生、登米市企画部市民活動支援課、各委員皆様方による研修会や地区民皆様方の意識

調査（アンケート）へのご協力、ワークショップ等を重ねてきたことで目標が明らかになって

きました。 

  関係者みなさまをはじめ、事務局として迫公民館職員の皆様方に深く感謝申し上げます。 

  次年度は行動計画の段階に入りますが、事業の目的達成のために推進委員皆様をはじめ地区

民皆様方、関係各位の更なるご協力ご指導をお願いいたします。 
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１ 地域づくり計画策定の背景  

   住みよい地域、住み続けたい地域はどなたも望むところです。従来より、自発的取り組み

から始まり、機能していた地域コミュ二ティ。社会情勢の変化による人と人の結びつきや町

内会などコミュ二テイ機能の低下は一般的な風潮のように感じられます。さらに、公共サー

ビスも行政サービスへ集中依存など、発生する課題は当地区にも共通するところと考えます。 

   地域課題解決には、地区民の自主的な取り組みが大きな役割を果たしていることが実証さ

れています。これらから、地域社会の在り方には、住民が主体的に取り組む力「地域力」の

重要性と、地域づくりの根本を改めて気づかされるところです。 

   登米市では、「登米市まちづくり基本条例」を制定し、まちづくりの推進と支援に当たって

います。佐沼地区コミュ二ティ推進協議会は、その方針を踏まえ、地区民による魅力ある住

みよい豊かな地区を目指し、地域づくり計画策定に取り組みました。 

 

２ 地域づくりの計画策定の期間 

   地域づくり計画策定を平成２５年度とします。その計画に基づき平成２６年より5年間、

短期・中期・長期と目標を見据えて、地域づくり実現に向けて具体的な取り組みを行ってい

きます。 

 

３ 計画策定の基本的な考え方 

   豊かな地域づくりを推進するため、地域課題を再確認し、その解決策を行動計画としてま

とめます。 

 

４ 取り組み 

 （１） 組織の名称及び区域 

    ・名称 ： 佐沼地域コミュ二ティ推進協議会 

    ・区域 ： 佐沼地区全域 

 

 

 

 

    家 族 近隣・隣組 町内会・佐沼地区  迫・登米市 

                  （今回の範囲） 

 

 

 

         取り組みの範囲イメージ図 

 



佐沼地区コミュニティ 

推進協議会 

登米市 

 （２）推進組織： 佐沼地区地域づくり計画策定推進委員会                          

 

   佐沼地区地域づくり計画              

    策定推進委員会          

 

 

   全体会      コミュ二ティ推進協議会役員・計画策定推進委員会(役員)合同会議 

            

                          

   部  会     企画部会  ・部長         

                  ・副部長       

                  ・書記        推進委員会構成 

            調査部会            ・町内会長 

                                    ・推進委員     ・町内会推進委員                           

３部会に所属  ・婦人会 

            研修部会 ・ＰＴＡ  

                           ・すばらしいはさまを創る会 

【分担・内容】 

  ○全体会  ・会議・課題検討・研修等 

  ○合同会議 ・全体計画・運営・調整等  

  ○企画部  ・運営計画推進・調整 ・課題整理 

  ○調査部  ・調査・集約 ・画策定上の諸調査等 

  ○研修部  ・研修計画・委員研修等 

 

５ 地区の概要        

（１）位置  

   登米市迫町の東部に位置し、登米市の行 

  政、商業の中心地で商住主体の市街地で、 

  賑わいのある地域である。 

   西境はなだらかな丘陵、東部はほぼ平坦         

  な地形である。夏川に荒川が合流した迫川 

  が市街地を二分し、北から鹿ヶ城大橋、錦 

  橋、佐沼大橋が東西両地区を結んでいる。 

（２）沿革 

   明治22年（1889年）町村制施行に伴い、北方村のうち佐沼城下町が分離して佐沼町が発

足する。残部は新制の北方村となる。その後、南元町・新町は南方村、大網は宝江村より編

入している。 

   昭和30年（1995年）北方村、新田村と合併し迫町となる。さらに、昭和32年（1,957）

中田町森地区が迫町に合併する。平成17年、登米郡8町と本吉郡津山町が大合併し新しく



登米市が誕生した。 

   また、佐沼には昭和3年以来の町立公園である史跡、佐沼城（鹿ヶ城）址がある。同城は

文治年間の築城と伝えられ、周りに空壕の跡をとどめる。近くには城主の居宅や廟所、さら

に奥州平定など古くから度々その舞台となったこの地に、残る史跡も多い。 

 

（３）人口・世帯等 

   人口、世帯数についてはグラフの通りである。震災の影響か両方とも24年以降若干増加

しているが、近年の状況から見てそれほど増減のないことがわかる。 

   しかし、家族構成は、ここ数年2・6人前後で市内他地区と比べ少なくなっている。 

 

   ①                            

   

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②1世帯当（人） 

     

地区等 佐 沼 迫 登米市 

人 数 2・4人 2・8人 3・1人 

 

   ③ 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

11,508 11,553 11,594 11,502 11,493 11,495 11,751 11,627 

4,232 4,321 4,405 4,395 4,430 4,437 4,563 4,772 

H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 

佐沼の人口・世帯数推移 
総人口（人） 世帯数（世帯） 

13.1 

13 

12.5 

13.5 

15.4 

62.5 

64.1 

59.1 

61.6 

63.5 

24.4 

22.9 

28.3 

24.9 

20.9 

全国 

宮城県 

登米市 

迫町 

佐沼 

年齢3区分別年齢構造係数 

65歳以上(%) 15～64歳(%) 0～14歳(%) 



６ 現状と課題（地区の概況・アンケート・ワークショップ等） 

（１）地区の様子 

  現 状 

現在の居住 （アンケートより）        地区への愛着 （アンケートより） 

  

  考 察 

① 町への愛着を持つ人が９０％を越え、地域に馴染み約８０％が永住予定である。 

② 当地区も都市化の現象か、少子高齢化、家族構成に変化が見られる。 

③ 住民の出入が、人口の増減に関係していると思われる。 

④ 公共の施設、生活や自然環境に恵まれている。 

    

  課 題 

① 少子高齢化などにより、地域課題が多様化。 

② 日常生活の安全・安心のみならず、災害に対する危機意識が浮上。 

③ 環境の美化、保存など、住民の意識が希薄。 

④ 地域づくりと郷土理解のかかわりを再認識する考えが多い。 

⑤ 公共施設の有効活用 

 

 （２）コミュ二テイ活動（アンケート・ ワークショップ等） 

       

現 状   町内会活動への関心    

 

 

 

 

 

 

 

とても

感じて 

いる 

54.0% 

やや感

じてい

る 

37.6% 

その他 

8.4% 

ある程度 

さかん 

51.8% あまり 

さかんで

ない 

22.0% 

活動が 

さかん 

21.9% 

わからな

い 4.3% 

佐沼で生

まれ育つ 

50.4% 

転入１０

年以上 

38.1% 

その他 

11.5% 

永住予定 

78.5% 

その他 

21.5% 



 活動への参加状況 

   

 

 

 

 

 

 

地域づくりの役割をやってみようと思う人の割合 

 考 察 

①約７０%が町内会活動に関心を示すが、積極的な参加率は、約２２%と消極的である。 

②若年層の参加率や世代間交流が少ない。 

③住民間の面識が少ない。 

   ④地域づくりへの関心が薄い。 

 

 課 題 

① 町内会活動への関心度は高いが参加率が低い。 

② 顔の見える近隣関係。 

③ 世代間を越えた魅力あるコミュ二ティ。 

④ 情報活動の創意工夫。 

⑤ 活動の担い手が少ない。 

 

２０代 

51.1% 

３０代～ 

５０代 

31.1% 

６０代～ 

７０代 

17.8% 

２０代 

7% ３０代 

12% 

４０代 

12% 

５０代 

20% 

６０代 

25% 

７０代 

24% 

男性 

２０代 

15% 

３０代 

9% 

４０代 

11% 

５０代 

19% 

６０代 

28% 

７０代 

18% 

女性 

関係するものだけ 

参加 

44.5% 

よく参加する 22.6% 
頼まれた時だけ 

参加 16.4% 

ほとんど不参加 

16.5% 



７ コミュ二ティの将来像 

  「一人ひとりの参画と佐沼の資源や特性を生かした安全で豊かな地域を目指す。」 

８ 取り組みの基本分野と方向性    

   基本分野      基本目標           解決の方向性 

①生活・環境     潤いがあり快適に住み続け   ア 環境の美化、保全運動   

         られる地域          イ 資源や特性を生かそう    

 ウ 心がかよい合う地域 

                                                            

  ②安全・安心     支え合い、安心して暮らせ    ア みんなで考えよう安全安心 

            る地域             イ 安全対策は地域の安心 

                           ウ 支え寄り添う安全体制 

 

                                                      

  ③文化・歴史     文化、歴史に親しめる地域    ア 文化・歴史に触れて豊かさを 

                           イ 文化・歴史の保護伝承に力を 

                              

  ④コミュ二ティ     交流を通じて豊かな地域    ア 世代間交流で楽しい企画を進 

めよう 

                           イ 仲間づくりは人づくり 

                           ウ イベントだよ、みんな集ろう 

                              

９ 具体的な取り組みと行動計画 

（１） スローガン 

「笑顔で 未来にはばたく 佐沼」 

 

 （２）行動計画 （資料1 一覧表） 

 

10 課題と今後の展開 

  （１）他地域と比べ人口の移動が多く、地区住民構成の変動が目立ちます。活動の基底として

人と人の絆、住民の合意を大事にする配慮が大切と思われます。 

  (２）社会情勢の多様化を、地域の実情とコミュ二ティ活動の両面からとらえ、事業を進める

に当たっては、かかわりある課題を有機的に組み立て、総合的な展開が必要と思われます。 

 （３）コミュ二ティの活性化は、町内会だけでなく地域にある多様なコミュ二ティや組織同士

が連携し課題解決に取り組む必要性との考えが多くありました。行動するに当たり重要な

一要素と考えられます。 

 



11 資料編 

 １）佐沼地区地域づくり計画策定経過 （会議・研修会等）  

 構想策定期 

月日 会議・研修等 主な内容 対 象 

 ２５ 

６・１４ 

地域づくり 

計画説明会 

・市まちづくり計画及び地域づくり研修 

 市民活動支援課 
町内会長 

８・ ６ 第１回推進 

計画準備会 

・全体計画検討 

・予算・調査の実施等 

コミュニティ役員 

市活動支援課 

８・１９ 第２回推進 

計画準備会 

・全体計画再検討 

・アンケート調査準備等    
コミュニティ役員 

８・２７ 第３回推進 

計画準備会 

・策定委員会組織構想 

・アンケート調査依頼   
町内会長 

９・ ４  ・アンケート回収  

９・ ５ 第１回全体会 ・策定委員会組織結成 と組織編制 
推進委員 

市活動支援課 

９・ ８ 調査部会 ・アンケート集計作業 調査部 

 

 

９・１８ 

 

 

第２回全体会 

・地域づくり研修 

「魅力ある地域づくりーコミュ二ティの 

役割とあり方―」 

 講師 宮城大学  鈴木孝男先生 

・アンケート中間報告 

 

推進委員 

市活動支援課 

 

10・１１ 

 

第３回全体会 

・第1回ワークショップ 

「地域づくりの期待と課題」 

 ファシリテーター 

  足立千佳子先生 

 

推進委員 

市活動支援課 

11・１１ 企画部３役会 
・アンケート・ワークショップ中間検討 

・第２回ワークショップの持ち方 
企画部役員 

11・１８ 
ファシリテータ

ー打合せ 

・第２回ワークショップ の持ち方 市活動支援課  

事務局 

 

12・ ２ 

 

第４回全体会 

・第２回ワークショップ 

「地域を再確認し、振興・重点方向を検討」 

 ファシリテーター 

  足立千佳子先生 

 

推進委員 

市活動支援課 

12・ ８ 企画部３役会 
・第２回ワークショップ整理 

・合同会議の持ち方等 

 

１２・９ コミュニティ・

企画部役員合同

会議 

・ワークショップ・地域課題の検討集約 

・今後の推進計画 

・各部活動状況               

コミュニティ役員 

３部会役員 

市活動支援課 



 

 

２） 地域の現状、調査 

（１）佐沼地区町内会の主な活動内容一覧  （調査部）（資料２） 

    

（２）アンケート  （調査部）        

   ①アンケート内容  （資料３） 

 

   ②アンケート集計作業 （調査部） 

 

 

     

 

 

 

 

 

計画策定期 

２６ 

１・１４ 

ファシリテーター

打合せ 

・第３回ワークショップ の持ち方 市活動支援課  

事務局 

 

１・１６ 

 

第５回全体会 

・第３回ワークショップ 

「具体的な取り組みを考える」 

 ファシリテーター 

  足立千佳子先生 

 

推進委員 

市活動支援課 

１・２０ 企画部３役会 
・第３回ワークショップ整理 

・今後の取り組み 

 

１・２７ 企画部会 

・ワークショップ整理 

・報告書について 

・今後の計画 

企画部員 

市活動支援課 

１・２９ 

コミュニティ・

企画部役員合同

会議 

・ワークショップ整理 

・報告書について 

・今後の計画 

コミュニティ役 

３部会役員 

市活動支援課 

２・１８ 企画部３役会 ・合同会議の持ち方 

・報告書作成・検討 

 

２・２８ 

コミュニティ・

企画部役員合同

会議 

・報告書・スローガンの検討 

・第6回全体会の持ち方 

  内容 発表の部、研修の部２部進行 

コミュニティ役員 

３部会役員 

市活動支援課 

３・１３ 第６回全体会 
・発表「地域づくり計画」 

・研修「次年度事業計画及び展開への反映」 

推進委員 

市活動支援課 



 ３）会議・研修等 

（１）会議  Ｐ８の１１資料編－１）に含む 

 

（２）研修会  （研修部） 

   ①第２回全体会（講演） 

   ○テーマ：魅力あるまちづくり ―コミュニティの役割とあり方― 

   ○講師  宮城大学  鈴木孝男先生 

       

 

 

 

    （写真） 

 

  

 

 

 

 

 

 

           

②第6回全体会 

・地域づくり計画報告   

   ・次年度事業計画及び展開への反映について 

 

４）ワークショップによる話し合い 

 （１）ワークショップⅠ 

    ○テーマ ： 地域づくりへの期待と課題を探る。 

 

    ○活動、整理集約例   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

具体的な取り組み 

ワークショップⅢ 

基本目標 

潤いがあり快

適に住み続け

られる地域 

方向性 

ア環境の美化、保全運動 

イ資源や特性を生かそう

ウ心がかよい合う地域 

（２）ワークショップⅡ 

    ○テーマ ： 地域づくりへの期待と地域課題を再確認する。 

    ○整理・集約例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    自慢できるところ良いところ          不便なところ悪いところ 

   

   内部環境（強み）                 内部環境（弱み） 

   例 ・生活環境が整っている            例 ・ゴミ集積所のマナー 

     ・区民菜園がある                 ・町内会運営担い手が少ない 

 

   外部環境（機会）                 外部環境（脅威） 

   例 ・公共施設が整っている            例 ・少子高齢化 

     ・白鳥が飛来する川がある             ・遊び場が少ない 

 

（３）ワークショップⅢ 

    ○テーマ ： 課題解決のための振興方向や具体的な取り組みを考える 

    ○集約例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   基本分野              

 ①生活・環境       

          

        

 

  ５）地域づくり行動計画一覧表  （資料４ 家庭配布用） 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐沼地区地域づくり計画 

 

発行日 平成２６年３月 

作成団体  佐沼地区コミュニティ推進協議会 

作成担当  佐沼地区地域づくり計画策定推進委員会 

 

 

 

 



    ～佐沼地区地域づくりの計画策定にかかわるアンケート～ 

佐沼地区コミュニティ推進協議会 

会長 尾 形 重 雄 

地域の皆様には、日ごろから格別のご協力を賜り、心から感謝申し上げます。 

さて、当佐沼地区コミュニティ推進協議会では、より充実した地域づくりを推進するための「佐

沼地区地域づくり計画」の策定に取り組む事となりました。 

地域づくり計画は、自分たちの住んでいる地域の再発見と併せ、幅広く地域住民の意見や期待、

課題を整理しながら、その解決に向けた取り組みを行動計画としてまとめるものです。 

それで、皆さんのご意見を広く反映させるため、アンケート調査を実施します。お忙しいとこ

ろ誠に恐縮ですが、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

記入上のお願い 

 １ あてはまる番号に○をしてください。 

 ２ 封筒に調査用紙を入れ、９月４日（水）まで町内会長さんへ届けてください。 

 ３ アンケートには、氏名の記入はいりません。 

 ４ 問合せ先は 登米市迫公民館です。 電話 ２２－７３２４  FAX ２２－７３３５  

  

問１ 性 別  ① 男  ② 女    

問２ 年 代  ① ～20代  ② 30代  ③ 40代  ④ 50代  ⑤ 60代  ⑥ 70代以上 

 

問３ あなたは、佐沼にいつごろから居住していますか。 

① 佐沼で生まれ育った   ②佐沼に転入し、10年以上になる  

  ③佐沼に転入し、まだ10年にならない 

問４ あなたは、将来もずっと佐沼に居住する気持ちがありますか。 

① 永住するつもりです    ②仕事の関係から転出するつもりです 

② 転出する         ④わからない 

 

問４－１ 問４で、③転出すると答えた人は、その理由を下記の関係する項目に○をつけてくだ

さい。 

① 地理的（交通の便・学校・医療等）な環境が良くない  ②人間関係が良くない 

  ③ その他（ご自由にお書き下さい） 

 

問５ 佐沼を自分の町として、愛着をどの程度感じていますか。 

① とても感じている       ②やや感じている 

② あまり感じていない      ③感じていない 

問６ 地域や町内会のよいところ、好きなところを聞かせてください。（自由にご記入を）   

問７ あなたが住んでいる町内会では、活動が盛んだと思いますか。(1つだけ○をつけてください。) 

① 非常に盛んだと思う      ②ある程度盛んだと思う  

③ あまり盛んではないと思う   ④盛んでない  ⑤その他 



問８ 町内会活動についてたずねます。（1つだけ○をつけてください） 

① さまざまな活動によく参加している  ②ときどき関係することだけに参加している 

③頼まれたときだけ参加している    ④ほとんど参加したことがない 

 

問８－１ 問８で④ほとんど参加したことがないに○をつけた方は、その理由をつぎの中からえ

らび、１つだけ○をつけてください。 

①時間が取れない        ②興味がない          

③参加したいが活動内容やどこに連絡するか分からない 

④その他（                              ）       

問９ 佐沼地区コミュニティ・迫公民館・町内会が計画している行事（集まり）についてたずね                 

（該当する項目にすべて○をつけてください） 

（１）参加している行事（集まり）     （２）参加したい行事（集まり） 

① 趣味・教養              ① 趣味・教養 

② スポーツ・レクリエーション       ② スポーツ・レクリエーション 

③ 奉仕活動                ③ 奉仕活動 

④ 安全・防災               ④ 安全・防災 

⑤ その他（         ）      ⑤ その他（         ） 

 

問10 あなたは、地域づくり（町内会活動を含む）の役割として、何かやってみようと思いますか。 

① やってみようと思う     ②やってみようと思わない 

問 10－１ 問 10で、①やってみようと思うに○をつけた方は、次の中からやってみようと思う

ものすべてに○をつけてください。 

① 自治会（町内会）活動        ⑧防犯・防災や交通安全活動 

② 自然 保護・緑化活動        ⑨災害支援活動（ボランテア活動）など 

③ 高齢者に対する活動         ⑩イベントや観光などの活動 

④ 障害のある方に対する活動      ⑪寄付や募金、バザーなどの活動 

⑤ 青少年健全育成活動         ⑫保健、医療に関する活動 

⑥ 子育てに関する活動         ⑬伝統芸能の保存に関する活動 

⑦ 伝統文化保存活動          ⑭その他具体的に 

問11 あなたは、地域づくり（町内会を含む）活動に対して、どんな期待をお持ちですか。また、

自分がリーダーになった場合にはどんなことをやっていきたいと思いますか。自由にお書き

ください。 

問 12 佐沼地区の情報やサービスを、何によって知りたいと思いますか。（次の中から２つに○

をつけてください） 

①広報紙  ② 回覧 ③ 議会だより ④ 知人・友人  ⑤ 各種会議・懇談会    

⑥ 自治会（町内会）だより  ⑦ インターネット  ⑧ 家族  ⑨ 関係窓口       

⑩ その他（                                  


